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Analysis of Human Genome and Selective Abortion 
Tatsu Y AMAMOTO 
Department of Ethics 
Abstract : This paper focuses on the legal and ethical problems of selective abortion 
that are considered to be potential impacts on our society created by the Human Genome 
Project. As the range and efficiency of genetic diagnosis ha ve increased drama tically， 
analysis of human genome raises problems in a new way. Different types of genetic 
diagnosis such as carrier， presymptomatic， and prenatal screening must be concretely 
examined in connection with selective abortion. The arguments of whether or not and how 
far selective abortion in such cases can be ethically justified will be faced with the con 
flicts between ethical principles， i.e. a woman's right to self-determination and the 
foetus' right to life. The recent German legislation concerning abortion， too， is an 
obvious reflection of similar ethical conflicts. 
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場合，遺伝診断の新しいテストが， a)技術開発され技術的に有効だとされると， b) 自由市場
において，専門職の業務に従い，法律上の権限のもとで，消費者の需要に応えて，広く利用さ
























































































































































































































































倫理的異論がある口その論拠としては， a)粧の道徳的地位の主張， b) <着床前遺伝的スクリー
ニングは生殖細胞遺伝子治療への危険な門戸を聞く〉という考え方， c)くそのスクリーニング
は自然を操作する〉という一般的見解， d)研究のための脹の産出への反対， などがある口そ
の内，強力な論理的異論は， a) に基づくものであろう O 受精卵と共に新しいヒトの生命が始
まるのであるから， ~fの破棄は，ヒトの生命の尊さを否定することとして，これに反対する立





因みにアメリカ合衆国では，旺の破棄は法律的問題でもある口ルイジアナ， ミズリー ， ミネ










































































































ケース 3 ハンチントン病は，一層重篤である D 治療不能である点で，同じく成人で発病す

























































































任を強調する立場に立ったO 後者は，妊娠中絶の完全自由化を主張する法案 (DIEGR UNEN) 












































































マーク (1974)，オーストリア (1975) などは，こうしたモデルを採用している， と言う口






































































匹擁護法によれば， ヒト粧の産出は移植目的のためにのみ許される o もしも匪擁護法が， も
ともと移植目的のためにのみ産出された旺を移植以外の目的のために使用する一切の試みを，
あらゆる場合に例外なく禁止するよう命じているのであるならば，上述の 2つのモデルと粧擁
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